
2009年　活動項目
響友会総会：2009.3.7 兵庫県民会館にて。参加者 30名。（主担当：森、橋本）
名簿発行：名簿更新、年度表示変更、個人情報保護を考慮（岩畔、小田川）
「あ・てんぽ」発行：No.18（国見）
常任理事の追加招聘：河原拓（2001入学）、土井智子（2004入学）
現役支援：ｻﾏｺﾝと定期演奏会への支援金（水垣、田中）
ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ：過去の「文献・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」と「演奏録音」を収集中（詳細は下記）。

（曽野、黒田、国見、小田川、戸嶋、森、嶋田浩一、河原拓）
2010年の活動方向
　2010.3.13に響友会総会を開催しました。県民会館で参加者約 30名でした。詳細は本
「あ・てんぽ」(Vol.19) に掲載されています。
響友会設立 50周年記念事業に向けた実行委員会立上げ、この記念事業への支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の導入、及びﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの継続などを計画しています。

会費納入の状況を整理しました
過去 10 年間の会費納入実績を解析してみました。ﾃﾞｰﾀｰの 1 つをｸﾞﾗﾌにお示しします。H.11

年は皆様にお送りする各種郵便物の発送事務合理化を行い会員の皆様への御連絡が迅速に行
えるようになりました。納入率は H.18 の交響楽団 90 周年記念事業に向けた数々の催しの結
果、大きく向上を見ることが出来ました。大変興味ある傾向です。詳しい解析のﾌﾙ・ﾃｷｽﾄは
響友会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内の「記録と書庫」をご覧下さい。H.21 年度の納入率は低下傾向に歯止めが
かかり 24.2% (246名)となりました。ご協力ありがとうございました。
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Library Projectを進めています
響友会創設 50 周年(2012 年)記念事業の先行企画としてﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを進めています。
過去の演奏会のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや演奏音源を収集し、響友会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載する事を目標にしてい
ます。既に多くの方から資料をご提供頂きました。一部の演奏はｸﾘｯｸでお聞きいただくこと
ができます。今後も資料が集まり次第、逐次ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｯﾌﾟしていきます。演奏を CD 化し
てご提供する事も計画中です。一度ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧頂いて、資料の欠けている個所のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
や音源がお手許に残っておりましたらﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの返信ﾒｲﾙか、常任理事各位の元に御連絡頂け
れば幸いです。2010年末に終了する事を目指しています。

響友会設立 50周年実行委員会をｽﾀｰﾄしました
2012 年に響友会は設立 50 周年を迎えます。このため記念事業を行うべく実行委員会をｽﾀｰﾄ
しました。実行委員長に小田川泰幸さん(‘69年入学)を選出し、ﾒﾝﾊﾞｰには橋本宏夫さん(’66)、
戸嶋潔さん(’74)、森康一さん(’91)、河原拓さん(’01)、土井智子さん(’04)にお願いしています。
記念事業のｺﾝｾﾌﾟﾄは 3 つで「多くの会員の皆さんに参加頂きｵｰｹｽﾄﾗ演奏を行う」、「2015 年の
交響楽団創立 100 周年へのｽﾃｯﾌﾟとして取り組む」、「田中会長編曲のｵｹと歌で全員が楽しむ
会とする」とします。これに先駆け 2011 年総会は簡素化し、5 月に「練習ｵｹ」を計画いたし
ます。多くの会員の皆様にご参加を呼びかけて行きます。

50周年支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始めます
連続する記念事業には費用もかかります。会費を納入頂くには現在住所不明になっておられ
る会員の方の住所を判明していく事が重要です。このため「住所不明者探索」（仮称）ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄをｽﾀｰﾄします。逐次皆様方にもご協力をお願いする事になると思いますのでよろしくお願
いいたします。


